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研究成果の概要（和文）：動物で知られているフェロモンの匂い交信がヒトの、特に言葉のコミュニケーション
が未発達な乳幼児と母親との心理的交流において活用されている点に着想を得、「匂いによる母子間交流を活用
した安全・安心の創造」を目的に研究開発を実施した。今年度は１）技術的な面で、SARS-CoV-2に対する臨床的
検証に成功したナノスーツ・イムノクロマトグラフィ検出法を、新生児の頭部の匂いを嗅いだ時の唾液中のオキ
シトシンとコーチゾルの高精度検出に適用する方向性を検討した。２）世界的に実証された例が殆んどなかった
「ヒトの体臭中、化学的に同定された化学物質がフェロモンとして機能すること」を実験的に示し、論文発表し
た。

研究成果の概要（英文）：Considering that pheromonal communication, which is known in animals, is 
used in psychological exchanges between individual humans, especially mother and infant who has 
underdeveloped verbal communication, we have studied mother-child interaction via body odour. This 
year, 1) we are developing a new method using Nano-suit immuno-chromatography and tried to adopt to 
detect oxytocin and cortisol in saliva. The direction to be applied to accuracy detection was 
examined. 2) We experimentally demonstrated that "a chemical substance detected in the human body 
functions as pheromones concerning with aggressiveness", which have hardly been demonstrated, and 
published an original paper.

研究分野：感覚生理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では「母親の羊水の匂い」と「新生児の頭の匂い」の作用を多面的に追究する一方、調香品を用いてその
作用を新生児や母親にフィードパックすることで、周産期における母子の不安やストレスの解消を目指す。さら
に、その作用が母子に限ることなく、より広範に働くのであれば、あらゆる世代、あらゆる働き手にもポジティ
ブな癒しの効果をもたらし、生きがい働きがいを高めることが期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 
昆虫の研究に端を発したフェロモン研究の
歴史が約 60年になる現在も、「におい」によ
る人のコミュニケーションについてはよく
わかっていない。新生児が発信する「におい」
の、始原的オラリティーとしての存在と働き
については、出産・育児の経験中に主観的に
気づくことはあっても、実際に科学的に調べ
るには倫理的問題や技術的問題を解決せね
ばならず、殆ど着手されてこなかった。近年、
新生児の肌着の匂いが女性に好ましい心理
的効果をしめすことが報告されたが、研究開
始当初は、決め手となる「におい」の探索も
されず、脳計測などによる生理学的裏づけも
乏しいままであった。 
 
 我々は実際的な問題を克服するため、分野
横断的な研究体制を組み、議論を深めながら
専門性を活かした対策を講じてきた。 
 
 本研究の核心をなす問いは、受動的な存在
と思われている新生児が母親や父親、その他
の共在者にむけて、生得的に持っている「に
おい」を発信し、それが始原的オラリティー
の鍵刺激として働き、ごく初期の社会関係性
を生みだすとするならば（図 1）、どの「にお
い」が、どのような効果を示し、どのような
仕組みで共在者の愛着情動やケア行動を促しているかであり、それを知ることが主要なゴール
となる。 
 
 また、国内外で深刻な社会問題となっている育児放棄や愛着問題などの解決のため、新生児と
共在する母親やそれに代わる庇護者との初期コミュニケーション形成の大切さを踏まえて、新
生児が発信する「におい」に注目した本研究の成果を役立てることができるのではないかと考え
た。 
 
 
２．研究の目的 
 
赤ちゃんが自発的に放出している「におい」がごく初期の親子関係をとりもつ可能性があること
を作業仮説として、これを心理学的に証明する道を新しく開くことを目的とする。具体的には、
化学分析結果から赤ちゃんの頭の「におい」を模した調香品を作って、出生後の時間経過による
「におい」の変化や羊水の「におい」との違いを人（ヒト）がどの程度識別できるかを調べる。 
 
 本研究成果は、化学と心理学の両面から新生児が頭部から自発的に発する匂いの特徴や個性
の表出を明らかにし、赤ちゃんが言葉を発する以前の親子間の生得的（本能的）コミュニケーシ
ョンや、健全な親子の絆形成への寄与を明らかにすることにより、この研究が、深刻な社会問題
となっている育児放棄や愛着問題などに対する提言、防止策などに繋がっていくと期待される。 
 
 
３．研究の方法 
 
(1) においの採集  
モノシリカ匂い吸着剤（MonoTrap）を用いて、出産直後の新生児の頭の「におい」を、非侵
襲、ストレスフリーに採取する方法を開発した。 
(2) においの分析・再現  
生後 1時間以内と 2、3日後の新生児の頭の「におい」と羊水の「におい」について、2次
元ガスクロマトグラフィー—質量分析器（GCxGC-MS）を用いて、高感度、高分解能の化学
分析を行い比較する方法を開発した。また、この 3通りの「におい」の標準的な人工的調香
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品を作成した。 
(3)  においの感覚評価 
これらの調香品を用いて、成人男女に対して感覚官能テストを用いた心理テストを実施し、 
それぞれの「におい」どうしを嗅ぎ分ける識別程度を定量化した。 
(4) におい感覚評価の因子分析 
感覚官能テストの結果を因子分析にかけ出産直後の新生児の頭の「におい」を表現する因子
を推定した。 
 
 
４．研究成果 
 
本研究ではまず、新生児の頭から
非侵襲、ストレスフリーに「にお
い」を採取する方法の開発に成功
した。次に、以下のような手順で、
その「におい」について、化学構成
を化学的に解明し、心理学的な感
覚官能評価を加えた。 
 
(1) 新生児の頭の「におい」と母  
親の羊水の「におい」の化学分
析 
 
浜松医科大学の倫理規定に則り、
母親の同意のもと、生後 1 時間以
内と 2、3日後の新生児の頭 5例の
「におい」を非侵襲なモノシリカ
吸着剤を用いたストレスフリーの
手法で採取しました。同時に、母親
の羊水の「におい」2例をヘッドス
ペース法で採取した。これらの「に
おい」サンプルを GCxGC-MSで分
析、37種の成分を同定した（図 2）。 
 
(2) 化学的な「におい」のバリエ 
ーションと類似性の特定 
 
本実験で同定した新生児の頭と、
母親の羊水の「におい」37成分の
うちには、アルデヒド、それらの酸
化物、炭化水素などの化学成分が
含まれていた。それらの成分につ
いて含有量を算出して、全体のパ
ターンを「におい」のサンプルごと
に比較した。その結果、新生児の頭
の「におい」は、より揮発性の高い
成分によって、羊水の「におい」は、
より揮発性の低い成分によって構
成されていることが分かった。新
生児の頭の匂いどうし、羊水の匂
いどうしは、それぞれある程度の
類似性を示したが、生後 1 時間以
内と 2、3日後の新生児の頭の「に
おい」を比べると、前者にはアルデ
ヒド類が後者にはその酸化物が増
えているという違いがみられた 。 
 
(3) 心理学的な「におい」のバリエーションと類似性の算出 
 
男女各 31名ずつの学生に生後 1時間以内の新生児の平均的な「におい」、2、3日後の新生児の
平均的な「におい」、母親の羊水の平均的な「におい」を模した調香品を嗅ぎくらべて、互いに

 

新生児頭部の「におい」の GCｘG パターン 

 

羊水の「におい」の GCｘGパターン 
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どの程度似ているかを各自
の感覚を頼りに評価しても
らった。それらの回答を整
理、解析して 3通りの調香品
相互の類似度を定量的に示
すことができた （図 3）。 
 
(4）心理学的因子分析によ   
る新生児の頭の「にお
い」の特徴の表出 

 
匂いの印象についての 50の
用語を用いたアンケート調
査の結果を因子分析にかけ
ることにより、新生児の頭部
の「におい」を快い情動因子、
匂いの質因子、不快な情動因
子、の 3因子で特徴づけるこ
とができることを示した。 
 
(5) 今後の展開 
 
今後さらに、新生児の頭の
「におい」のサンプル数を増
やした化学分析を行い、父母、兄弟、親戚といった新生児の血縁者や、年齢、結婚歴、育児経験
などが異なる参加者が新生児の個体の差を「におい」で識別できるかどうか、心理学的研究の精
度を上げて、この「におい」の心理学的効用の生理学的な根拠を明らかにする研究の基盤とする。
また将来的には、新生児の頭の「におい」の効用を利用した機能的な香りを伝達ないいし配送す
る方法を開発し、人々の生活の中で有効に用いることができるような字術開発にもつなげるこ
とも考えている。 
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